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研究成果の概要：媒質からの影響を表すパラメーター β＞0 を導入する（統計力学で言う「逆
温度に相当」）。このとき、空間 1,2 次元では任意の β>0 で高分子の局在が起る。一方 空間 3 
次元、あるいはそれ以上では、相転移が起る。つまり、ある 臨界値 β_c が存在し、β ＜ β
_c では拡散相、β ＞ β_c で局在相となる。  
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研究分野：確率論 
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１．研究開始当初の背景 
ランダムウォークやブラウン運動は理論物
理／化学の領域で高分子の数学模型として
用いられることがある。特に多数の高分子が
相互作用によって引き付けあう様子、あるい
は溶媒中の不純物が高分子の形状に与える
影響は興味深い。 
不思議なことにこうした現象は統計物理の
他の問題（濡れ転移、結晶の成長、浸透理論
での最速通過、...）と類似していて、背後に
は共通の数学的構造が潜んでいると期待さ
れる。  
 
 

２．研究の目的 
筆者達の目標はこうした数学的構造をラン

ダムウォークやブラウン運動に基づいた模

型を用いて描き出すことである。  
 
３．研究の方法 
媒質を記述する時空独立性を持つ確率場と、

それと相互作用して時間発展するランダム

ウォーク/ブラウン運動をによって模型を定

義する。その上で、統計力学、確率解析両方

の手法を用いる。 
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４．研究成果 
大まかに言って次のような結果が得られた：  
 
媒質からの影響を表すパラメーター β＞0 
を導入する（統計力学で言う「逆温度に相
当」）。このとき、空間 1,2 次元では任意の 
β>0 で高分子の局在が起る。一方 空間 3 
次元、あるいはそれ以上では、相転移が起る。
つまり、ある 臨界値 β_c が存在し、β ＜ 
β_c では拡散相、β ＞ β_c で局在相とな
る。  
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